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アセットマネジメント（資産管理）の理論を活用して、 

１ 水道施設再構築計画 
 

 長期の水需要、災害時の予備能力や配水運用等を踏まえた

上で、水道施設全体の見直し（施設の廃止、ダウンサイジング

等）を進めるため、長期の施設再構築計画を策定する。 

 ２ 水道施設更新計画 
 

 施設再構築後の姿を見据え、施設を実際に使用できる年数

や、その重要度・優先度を考慮した市独自の更新基準等に基

づき、長期の施設更新計画を策定する。 

戦略的計画として 

平成29年度からの経営上のマスタープラン（厚生

労働省「新水道ビジョン」や総務省「経営戦略」の

趣旨を踏まえたもの。目標指標を含む） 

（仮）市水道事業基本計画（想定10年） 

（仮）市水道事業中期経営計画（想定３～５年） 

実践的計画として 
中期の経営計画（水需要や水道料金体系

を踏まえた「中期財政収支見通し」を含む） 

３ 投資必要額を確保するための資金計画 
  

 安定経営を目指して、上記の２つの計画による事業費の圧

縮、さらには適正な企業債の発行等を反映させた長期の資金

計画（需要額と財源の見通し）を策定する。 

○その他の計画：水道施設耐震化計画、水安全計画など 

前回の審議会答申を踏まえた今後の進め方 

～ 第14次審議会からの答申（主文の写） ～ 


